
、

県
指
定
史
跡
の
枯
木
宮
貝
塚
は
、
寺
津
町
・
巨
海
町
に
か
け
て
分
布
し
、
東
海

地
方
を
代
表
す
る
縄
文
時
代
の
遺
跡
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
で
、
縄
文
土

器
・
石
器
・
土
製
品
・
骨
角
器
や
、
26
体
の
埋
葬
さ
れ
た
縄
文
時
代
の
人
骨
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
発
掘
さ
れ
た
出
土
品
は
、
５
月
に
刊
行
し
た
『
新
編

西
尾
市
史　
資
料
編
１　
考
古
』
で
再
検
証
し
て
い
ま
す
。

埋
葬
さ
れ
た
人
骨
は
、
形
質
人
類
学
的
分
析
に
よ
っ
て
、
性
別
や
年
齢
に
加
え
、

顔
は
広
顔（
横
幅
が
広
い
顔
）で
、
彫
が
深
く
、
身
長
は
現
代
人
に
比
べ
低
く
、
丈

夫
な
体
つ
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

科
学
分
析
の
結
果
、
人
骨
は
２
５
０
０
年
～
３
０
０
０
年
前
の
も
の
で
、
魚
を

中
心
と
し
た
食
生
活
で
あ
っ
た
こ
と
、
墓
制
に
関
す
る
資
料
か
ら
、
装
飾
品
が
な

く
、
葬
送
方
法
も
多
様
な
た
め
、

格
差
の
な
い
村
で
あ
っ
た
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
品
の
再
調
査
も
行
わ
れ
、

こ
れ
ま
で
土
版
と
さ
れ
て
き
た
資

料
が
土
偶
の
頭
部
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
土
偶
に
は
、
口

・
両
目
が
あ
り
、
後
頭
部
は
粘
土

が
張
り
付
け
ら
れ
、
毛
髪
を
結
っ

て
い
る
よ
う
な
表
現
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
土
偶
は
、
当
時
の
人

々
の
風
貌
を
知
る
貴
重
な
手
が
か

り
で
す
。

新
た
な
成
果
が
盛
り
込
ま
れ
た

『
新
編
西
尾
市
史　
資
料
編
１　

考
古
』
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問市史編さん室（☎５６・６６６０／岩瀬文庫内）

枯か
れ
き
の
み
や

木
宮
貝
塚
の
縄
文
時
代
人
に
迫
る

文
化
振
興
課　
浅
岡　
優

口と両目がある土偶の頭部。後頭部は粘土が
貼り付けられ、結った毛髪を表現しています

西
幡
豆
駅
は
、
幡
豆
地
区
に
あ
る
４

つ
の
駅
の
一
つ
で
、
昭
和
11
年
7
月
、

三
河
鳥
羽
、
三
河
鹿
島
間
が
開
通
し
た

際
に
開
業
し
ま
し
た
。
駅
舎
は
、
平
屋

の
木
造
作
り
で
、
片
流
れ
屋
根
が
印
象

的
で
す
。
中
を
の
ぞ
く
と
、
今
は
使
わ

れ
て
い
な
い
切
符
売
り
場
や
座
面
が
す

り
減
り
丸
み
を
帯
び
た
待
合
用
の
ベ
ン

チ
が
あ
り
、
昭
和
を
感
じ
る
懐
か
し
い

空
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
ロ
ー
カ
ル
線
の
風
情
を
残
す

西
幡
豆
駅
を
ス
タ
ー
ト
す
る
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。「
海
・
山

・
民
話
に
で
あ
う

み
ち
」
を
テ
ー
マ

に
、
文
化
財
や
史

跡
、
昔
か
ら
伝
わ

る
民
話
の
舞
台
と

な
っ
た
場
所
を
巡

る
「
は
ず
夢
ウ

オ
ー
ク
」
の
一
つ

で
す
。
先
人
か
ら

語
り
継
が
れ
て
き

た
民
話
の
魅
力
を
市
内
外
の
人
た
ち
に

知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
自
然
景
観
と
調

和
し
た
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
話
を
語
り
伝
え
る
活
動
を
し
て
い
る

「
し
は
と
民
話
サ
ー
ク
ル
」
が
発
刊
に

携
わ
っ
た
「
は
ず
の
民
話
」
を
元
に
説

明
看
板
を
製
作
し
、
コ
ー
ス
沿
い
に
設

置
。
豊
か
な
自
然
の
中
を
歩
き
な
が
ら
、

幡
豆
地
区
の
歴
史
や
文
化
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

「
は
ず
夢
ウ
オ
ー
ク
」の
常
設
コ
ー
ス

は
５
つ
で
、
年
６
回
ほ
ど
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
時
期
は
、「
里
山
と
展
望
の
三
ヶ

根
コ
ー
ス
」
が
お
す
す
め
。
色
と
り
ど

り
の
あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
る
三
ヶ
根
山

頂
か
ら
は
、
穏
や
か
な
三
河
湾
を
見
渡

せ
ま
す
。

５月３日に開催した「はず夢ウオーク」の参加者
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西 尾 市 の デ ー タ

４月２１日に行われた、いきものふれ
あいの里開園２０周年記念イベントで
撮影した一枚です。園内に設置され
たタッチプールの中のザリガニとオ
タマジャクシを捕まえる子どもたち。
最初は恐る恐る触れていた子も、だ
んだん慣れてきて大胆に。目をキラ
キラ輝かせ、夢中で生き物とふれあ
っていました。

午前８時過ぎ、名鉄西幡豆駅で駅舎
の写真を撮っていると、「魚はどうで
すか～」という声とともに、移動販
売車が到着。しばらくすると、新鮮
な魚を求めて近所の方が集まってき
ました。子どもの頃にも見た懐かし
い風景です。魚屋の奥さんをはじめ、
駅前の売店とカメラ屋のご主人な
ど、昔なじみの方と取材を通して久
しぶりに話すことができました。皆
さんの元気な姿やすてきな笑顔を見
て、「今日も一日頑張ろう！」と思い
ました。（木下奈美）

編 集 雑 記

今 月 の 表 紙

【 西 尾 市 役 所 】
URL	（パソコン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/
	 （携帯電話）　http://www.city.nishio.aichi.jp/mob/
	 （スマートフォン）　http://www.city.nishio.aichi.jp/sp/
E-mail　nishio@city.nishio.lg.jp
■本　　庁	 ☎0563・56・2111（代表）
	 〒445ー8501　西尾市寄住町下田22
■一色支所	 ☎0563・72・7111（代表）
	 〒444ー0492　西尾市一色町一色東前新田8
■吉良支所	 ☎0563・32・1111（代表）
	 〒444ー0596　西尾市吉良町荻原川畑20
■幡豆支所	 ☎0563・62・5511（代表）
	 〒444ー0798　西尾市西幡豆町仲田14ー2

スマートフォンなどで
読み取ると「スマートフ
ォン用西尾市ホームペ
ージ」が閲覧できます。

●
米
津
小
学
校

●
一
色
南
部
小
学
校

　
４
月
１８
日
に
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
出
発

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
児
童
代
表
が
日

ご
ろ
の
見
守
り
活
動
に
対
す
る
感
謝
の

言
葉
を
伝
え
た
後
、
各
地
区
を
担
当
す

る
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の
皆
さ
ん
に
あ
い

さ
つ
し
て
、
一
緒
に
下
校
し
ま
し
た
。

　
４
月
２6
日
、
交
通
安
全
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
交
通
指
導
員
か
ら
自
転
車

の
安
全
な
乗
り
方
や
歩
行
時
の
安
全
確

認
の
仕
方
を
学
ぶ
と
、
徒
歩
や
自
転
車

で
校
外
へ
。
左
右
を
し
っ
か
り
確
認
し

て
横
断
歩
道
を
渡
り
ま
し
た
。

●
白
浜
小
学
校

　
５
月
１０
日
に
交
通
教
室
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
交
通
指
導
員
の
指
導
の
下
、
実

際
の
道
路
で
横
断
歩
道
の
渡
り
方
や
正

し
い
自
転
車
の
乗
り
方
を
確
認
。
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や
安
全
確
認
の
大

切
さ
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

■人口

■交通事故の状況

■消防の状況
火災 救助 救 急

4月 10件 3件 543件
31年累計 32件 18件 2291件

５月１日現在 前 月 比
男性 87,590人 －21人
女性 84,754人 －59人
計 172,344人 －80人
世帯数 65,167世帯 +121世帯

人身事故
件 数

死 傷 者
死亡者

4月 65件 79人 1人
31年累計 227件 274人 2人

■犯罪発生の状況
刑法犯総数 侵入盗 特殊詐欺

4月 81件 7件 1件
31年累計
（被害総額） 315件 23件 2件

85万円

広報 令和元年６月１日号29

P29 学校.indd   29 2019/05/20   15:54:13


